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C班：中村 桃香 藤原 彩花 石井 あゆみ

岡根 雄哉 兼子 紗英 高瀬 沙也果
写真：C班 班員撮影
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Special Thanks to

NPO法人 ファザーリングジャパン様

一般社団法人 黒門とびうおクラブ様

原っぱ大学様



本日の流れ

１．海洋の重要性

２．企 画 概 要

３．企 画 内 容

４．効 果

3
写真：C班 班員撮影
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海洋の重要性



5
出典：日本船主協会「海上貿易の割合」（2012）

海上貿易が
日本の貿易全体で
占める割合

９９．７％

日本の貿易は海上輸送に依存している

１海洋の重要性



衣衣

着る服が
無くなる

食食

食料不足

住住

電気の
無い生活
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衣類の自給率
約4％

食料自給率
約39％

エネルギー
自給率
約6％

１海洋の重要性

出典：経済産業省製造産業局HP

農林水産省パンフレット「知ってる？日本の食料事情」

関西電力HP
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海の源をたどり

写真：C班 班員撮影
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企画概要



ステップ１

•事前学習や活動を通じて新たな発見を得る

ステップ２

•体験を通じて海に親しみを持ってもらう

ステップ３

•親子の絆を深める
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２企画概要



ターゲット
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２企画概要

小学校中学年



２企画概要
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出典：イケア・ジャパン株式会社 2013年調査



開催地
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ファミリービーチ
として知られている

２企画概要

出典：NPO法人ファザーリングジャパン理事 東様
黒門とびうおクラブ 永井様

写真：C班 班員撮影



２企画概要
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・新宿から電車で約１時間
・子供を産みたい街ランキング

逗子市1位
・子育てサークル、団体がある

出典：逗子子育てポータルサイト「えがお」
SUUMO住宅情報雑誌調査2015年
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企画内容



事前学習
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３企画内容

担当教員
（案） (専門：海洋政策）

概要（案）

私たちの日常生活がいかに海上貿易に頼っ
ているかを講義を通じて学ぶ。形式は、パネ
ルを用いて、子供たちにもわかりやすく、海が
ない生活を想像する。

食卓に迫る危機
講義時間：45分

出典：東京大学 海洋アライアンス



黒門とびうおクラブ、原っぱ大学

「田越川じゃぶじゃぶ」
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３企画内容

出典：黒門とびうおクラブHP

逗子海岸から田越川の支流を
さかのぼるイベント

C班独自のアイデア



《1日のスケジュール》

9:30 オリエンテーション

10：00 逗子海岸集合

SUPの説明・練習

11：00 海を出発

SUP2人で1台

12：00 山頂到着

お昼

14：00 下山

15：00 海岸到着

お土産づくり

日没 ナイトウェーブ

解散 帰宅
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３企画内容体験学習

写真：C班 班員撮影



①１０：００～
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実際に練習

主催者の方から
SUPのレクチャー

３企画内容

SUPとは？
ボードの上に立ち、
パドルを漕ぎながら
海の上を散歩する

スポーツ

写真：C班 班員撮影



②１１：００～
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川

陸山

３企画内容

写真：C班 班員撮影



③１２：００～
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山頂到着

３企画内容

源

写真：C班 班員撮影



お昼
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３企画内容

漁業者のおかみさんによる
出張魚料理教室



⑤１５：００～
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貝殻集め

お土産づくり

《貝殻を使ってフォトフレーム》

出典：https://iemo.jp/38613

３企画内容

写真：C班 班員撮影

今日の思い出を
忘れないように・・・帰りもSUP



⑥日没
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ナイトウェーブ

出典：NIGHT WAVE～光の波プロジェクト～㏌ ZUSHI

３企画内容

世界初！

「波」へのプロジェクションマッピング



参加費（事前学習＋体験学習）
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３企画内容

親子で 5,000円（15組30人の場合）

内訳 金額

昼食代（材料費） ２,000円

謝礼
（東京大学講師・ファザーリングジャパン様・黒門とびうおクラブ様・
原っぱ大学様・三浦漁港の方に各5,400円）

1,800円

お土産代（フォトフレーム、ボンド、油性ペン） 500円

旅行保険
（損保ジャパン日本興和 レクリエーション補償プランをもとに算出）

500円

出張費（東京大学講師・三浦漁港の方に各3,000円） 200円



各活動関係者役割分担
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情報発信
ファザーリングジャパン

国土交通省

事前学習
東京大学海洋アライアンス

昼食
FJ神奈川漁業協同連合会

SUP貸出・指導
黒門とびうおクラブ

原っぱ大学

主催者
パパは海でヒーローに

なれる実行委員会
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効果
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４効果

海で
できる
アクティ
ビティ

海を生業
としている
職業人に
会える

海・川・山の
つながりを
知ることが
できる

親子で
海洋に
関わる
きっかけ
づくり

海に
親しみを
持てる
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